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第 １ ０ － ０ １ ２ 号  

２０１０年１月２９日 

平成２２年３月期 第３四半期決算について 
 

ＡＮＡグループでは、本日１月２９日（金）、平成２２年３月期 第３四半期決算を取りまとめました。

詳細は別添の「第３四半期決算短信」をご参照ください。 

 

１．平成２２年３月期 第３四半期の連結業績 

（１）連結経営成績 

①概況 

・ 継続する景気低迷の影響により、旅客需要の回復には想定以上に時間を要しており 

ます。 

・ 一方で、国内外での景気対策の効果もあり、アジアを中心に輸出・生産・個人消費などに

一部持ち直しの兆しが見られます。 

・ こうした環境下、各種プレジャー需要の取り込み、需要動向に応じた機動的な機材変更を

行い、収益性の改善に努めました。 

・ 費用面では、「２００９年度経営計画」、「０９年度緊急収支改善策」を予定通り遂行し、 

徹底したコスト削減に努めました。 

各種増収、コスト削減施策に努めましたが、需要低迷、単価の下落を補うことには至らず、

当期の連結経営成績は、営業損失が３７８億円、経常損失は５７６億円、四半期純損失は 

３５１億円となりました。  

                                           単位：億円（前年同期比を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
平成２２年３月期 

第３四半期累計期間 

平成２１年３月期 

第３四半期累計期間 
増減 

前年 

同期比(%)

営 業 収 入 ９，２３７ １１，０７４ ▲１，８３６ ８３．４

営 業 費 用 ９，６１５ １０，６７０ ▲１，０５５ ９０．１

営 業 損 益 ▲３７８ ４０３ ▲  ７８１ ―――

営 業 外 損 益 ▲１９８ ▲１７５ ▲   ２２ ――― 

経 常 損 益 ▲５７６ ２２７ ▲  ８０３ ―――

特 別 損 益 ▲  ３ ▲ ３２ ２８ ―――

四半期純利益または純損失 ▲３５１ ９４ ▲  ４４６ ―――

 

単位：億円（前年同期比を除き、単位未満は切り捨て） 

平成２２年３月期 

第３四半期累計期間 

平成２１年３月期 

第３四半期累計期間 
増減 

【セグメント情報】 

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 

航 空 運 送 事 業 ８，１６３ ▲３９９ ９，７８２ ３７６ ▲１，６１８ ▲７７６ 

旅 行 事 業 １，２６９ ▲  ２ １，４８０ ３ ▲  ２１１ ▲  ５ 

そ の 他 の 事 業 １，０３３ ２１ １，１３０ ２３ ▲   ９７ ▲  １ 

※連結子会社７２社  持分法適用非連結子会社５社 持分法適用関連会社１９社 
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②国内線旅客事業 

・ 景気後退などの理由による総需要の伸び悩み、新型インフルエンザの影響による企業

の出張制限やキャンセルなど、非常に厳しい環境におかれました。 

・ 新運賃「スーパー旅割」、「シニア空割」の設定、乗継運賃の拡充、地域と連携した観光

振興キャンペーンや北海道、沖縄キャンペーンなど、需要の取り込みに努めました。 

各種営業努力を展開しましたが、結果として旅客数、旅客単価ともに前年実績を下回り、 

売上高は前年同期実績を下回りました。 

（前年同期比を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客事業】 
平成２２年３月期 

第３四半期累計期間 

平成２１年３月期 

第３四半期累計期間 
増減 

前年 

同期比(%)

売上高（億円） ４，８０５ ５，４９４ ▲  ６８８ ８７．５ 

旅客数（千人） ３０，１９０ ３３，２２６ ▲３，０３５ ９０．９ 

座席キロ（百万座席キロ） ４３，５８９ ４５，２４３ ▲１，６５４ ９６．３ 

旅客キロ（百万人キロ） ２６，７５９ ２９，１５３ ▲２，３９４ ９１．８ 

利用率（％） ６１．４ ６４．４ ▲  ３．０ ――― 

 

 

③国際線旅客事業   

・ 上期は景気低迷に加え、新型インフルエンザの影響による海外渡航自粛など、旅客数

が低迷しました。下期以降はプレジャー需要を中心に旅客需要は回復しましたが、単価

は回復しておらず、引き続き厳しい環境となりました。 

・ 価格競争力の高い「スーパービジ割２８」、「スーパーエコ割」の設定や、多客期におけ

るチャーター便、臨時便の設定など、ビジネス需要が低迷する中でもプレジャー需要の

取り込みを強化しました。 

以上の結果、旅客数は前年実績を上回りましたが、単価は引き続き前年実績を下回り、 

売上高は前年同期実績を下回りました。 

（前年同期比を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客事業】 
平成２２年３月期 

第３四半期累計期間 

平成２１年３月期 

第３四半期累計期間 
増減 

前年 

同期比(%) 

売上高（億円） １，５６５ ２，３９３ ▲  ８２７ ６５．４ 

旅客数（千人） ３，４１１ ３，４０４ ７ １００．２ 

座席キロ（百万座席キロ） ２０，１３１ ２１，２５４ ▲１，１２２ ９４．７ 

旅客キロ（百万人キロ） １５，０１６ １４，９９２ ２４ １００．２ 

利用率（％） ７４．６ ７０．５ ４．１ ― 
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④貨物事業 

・ 国内線は、沖縄発着便を中心に宅配貨物需要は堅調に推移しましたが、一般混載貨

物の需要が低調に推移したことなどにより、輸送重量は前年実績を下回りました。 

・ 国際線は、景気後退により需要は伸び悩んでいましたが、中国の内需刺激策を受け、

中国路線を中心に荷動きが回復しました。 

・ また、１０月には沖縄 那覇空港を拠点として、深夜時間帯に日本３地点とアジア５地点

を接続する「沖縄ハブネットワーク」を開始し、成長するアジア域内の需要の取り込みを

図りました。 

・ 単価は回復基調にありますが、前年度を下回る水準で推移しました。 

以上の結果、国内線、国際線ともに売上高は前年同期実績を下回りました。 

（前年同期比を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物事業】 
平成２２年３月期 

第３四半期累計期間

平成２１年３月期 

第３四半期累計期間 
増減 

前年 

同期比(%) 

売上高（億円） ２４４ ２５５ ▲ １１ ９５．４

輸送重量（千トン） ３５２ ３６６ ▲ １３ ９６．３国内線 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ３４８ ３５６ ▲  ７ ９７．８

売上高（億円） ３９０ ５９２ ▲２０２ ６５．９

輸送重量（千トン） ３０３ ２８５ １８ １０６．４国際線 

輸送量（百万トンキロ） １，２６７ １，３２３ ▲ ５５ ９５．８

 

 

 

（２）連結財政状態 

・ 資産の部では、公募増資や借入による資金調達の結果、手元資金が増加するとともに、

航空機の投資により固定資産が増加しました。 

・ 有利子負債は、新規の借入により５０２億円増加しました。 

・ 自己資本は、公募増資を行ったことなどから１，６４０億円増加の４，８５９億円、自己資

本比率は２５．６％、Ｄ／Ｅレシオは２．０倍となりました。 

（単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
平成２２年３月期 

第３四半期 
平成２１年３月期 増減 

総資産（億円） １８，９６０ １７，６１０ １，３５０ 

自己資本（億円）  （注１） ４，８５９ ３，２１８ １，６４０ 

自己資本比率（％） ２５．６ １８．３ ７．３ 

有利子負債残高（億円） （注２） ９，４７５ ８，９７２ ５０２ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） ２．０ ２．８ ▲０．８ 

注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 

注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 

注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 
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（３）連結キャッシュ・フローなどの状況 

・ 営業キャッシュ･フロー は、税金等調整前四半期純損失に減価償却費や税金の支払い

などの調整の結果、８３０億円の収入となりました。 

・ 投資キャッシュ･フロー は、航空機関連の投資を行った結果、３，０４０億円の支出と 

なりました。この結果、フリーキャッシュ・フローは２，２０９億円の支出となりました。 

・ 財務キャッシュ･フロー は、借入金の返済を進める一方、新規の借入や新株発行により

資金調達を行った結果、１，８２３億円の収入となりました。 

 

単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
平成２２年３月期 

第３四半期累計期間 

平成２１年３月期 

第３四半期累計期間 

営業活動によるキャッシュ・フロー ８３０ ▲ １４ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲３，０４０ ▲８８２ 

財務活動によるキャッシュ・フロー １，８２３ ５６８ 

現金および現金同等物期末残高 （注１） １，０４６ １，４６８ 

減価償却費 ８４２ ８３５ 

注１：満期 3 カ月超の定期預金、譲渡性預金を含めた手元資金残高は２，２９２億円となります。 
 

 

２．通期の見通し 

連結業績予想については、依然厳しい環境にあり、現在の航空市場環境は混沌としており

ますが、こうした状況の下、国内線旅客については需要の低迷が底打ちした傾向が見られ、

国際線旅客についてはプレジャー需要に続きビジネス需要についても回復が見られてきて

おります。当社といたしましては引き続き収支改善に努めることにより達成を目指す所存で

す。したがって、連結業績予想の見直しは現時点では行いません。 

                                                単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２２年３月期見通し】
予想 

（10月 30日発表）

前年実績 
（平成２１年３月期） 

増減 

営 業 収 入 １２，６００ １３，９２５ ▲１，３２５ 

営 業 利 益 ▲２００ ７５ ▲  ２７５ 

経 常 利 益 ▲４５０ ０ ▲  ４５０ 

当 期 純 利 益 ▲２８０ ▲４２ ▲  ２３７ 

 

 

以 上 


